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              脊髄髄膜瘤のレセプトデーからみた移行期医療の問題 
 

       埜中 正博 関西医科大学 脳神経外科 診療教授 

 
 研究要旨 脊髄髄膜瘤のレセプトデーからみた移行期医療の問題 

 

 
   Ｃ．研究結果 平均経過観察期間は4.4年

であった。経過観察終了時の平均年齢は1
8.6歳（0～70.5歳）で，この期間に294人
の患者に1,033件の手術が行われた（患者
1人当たりの手術件数は0.42件／年）。A
群の患者の手術件数は192人で818件、0.
62件/年であり、B群の患者の手術件数は1
02人で215件、0.19件/年であった。B群で
は、皮膚手術、腎瘻、尿管切開、膀胱切開、
透析アクセス、帝王切開の割合が有意に
高かった。 

 
Ⅾ.考察 
脊髄髄膜瘤の患者は小児期にとどまら
ず、生涯に渡り多くの手術を受けており、
その手術は複数の科により実施されてい
ることが明らかとなった。 

 
Ｅ．結論 成人になっても、脊髄髄膜瘤に
関連した複数の専門分野の手術が相当数
行われており、これらの患者は生涯を通
じて継続的でかつ複数の科によるケアが
必要であることを示していると考えられ
た。 
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       Ａ．研究目的脊髄髄膜瘤は原因
が不明であり、かつ日本における疫学的
な研究が不十分で実態が明らかではな
い。当研究では日本における脊髄髄膜瘤
患者の実態調査のため、レセプトデータ
を取得し治療を受けている患者総数、治
療内容、小児から成人に移行する際の医
療機関受診状況を確認した。特に脊髄髄
膜瘤患者は複数回の手術を必要とする
ことが多いが、これらの患者が生涯にわ
たってどのような治療を受けているか
を明らかにした研究はないため、手術の
種類と数に注目した。 
       Ｂ．研究方法 
株式会社日本医療データセンターから提
供された2005年1月から2020年3月まで
の脊髄髄膜瘤患者556名の日本のレセプ
トデータを調べ、各専門分野で行われた
手術の回数と手術時の年齢を調査した。
患者さんを18歳以下（A群）と19歳以上
（B群）の2つのグループに分け、この2つ
のグループ間で手術の種類や手術の割合
がどのように変化するかを調べた。 
。      
（倫理面への配慮） 

      当研究は関西医科大学倫理審査委員会に
て承認された 

 
              
       
 

  


